
嗣
判
叶
」
酬

敵

国

叩

時

間

開
公
一

ω
J

畑

町
国

u
w
t
=一一ズ唱
i

E

日

我

市

聞

は

刷
回

7

行

集

話

同

制

限
同
同
同
」
酬

L

口
可

唱
闘
固
ぶ

I

II-
叫

9

4
昭
一
軒

理…………
属…………

我
孫
子
市
の
理
想
的
な
将
来
像
を
え
が
き
、
こ
れ

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
市
は
「
我
孫
子
市
総
合
計

画
し
を
策
人
一
平
中
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
二
年
を
目
標
年
次
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
人
口
十

五
万
人
、
世
帯
数
四
万
四
千
百
世
常
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

都
市
の
整
備
は
、
過
密
・
乱
開
発
を
緩
力
抑
制
し
、

自
然
と
調
和
の
と
れ
た
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
優
先
か
ら
人
間
優
先
へ
の
時
代
に
即

応
し
、
自
然
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
を
活
発
化
し
て
、
快
適
な
市
民
生
活
を
実

現
さ
せ
ま
す
。

福
祉
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
た
め
に
、
社
会
福
祉
を
向
上
さ
せ
、
特
に
、

恵
ま
れ
な
い
人
々
へ
の
救
急
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

教
育
は
、
複
雑
化
し
て
い
く
社
会
情
勢
に
対
応
で

き
る
人
間
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
情
操
教
育
に
も

意
を
は
ら
い
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
生
涯
教
育

の
一
環
と
し
て
各
種
活
動
を
活
発
化
き
せ
ま
す
。

そ
の
他
の
す
べ
て
の
施
策
は
、
市
民
参
加
を
基
調

と
し
た
「
田
園
教
育
文
化
都
市
し
の
建
設
計
画
に
よ

り
行
な
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

(上)水と録と太陽が盤留な私たちのまちあぴこ

(下)日当りもよく、整然と区源された住宅街

のいでるはい約れき たないて十でろ品学ト米デは親のとで用な
憲が与も場ヒ、 L すにこ。げうし万新えを校メたパ深た児〈 、品い
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発行

階
級
冊
間
十
九
年
然

陣
頭
幾
会
定
例
会
は
三

月
十
一
日
総
会
い
た
し

ま
し
た
が
こ
の
削
開
会
に

あ
た
り
、
袖
城
辺
市
緩
は

本
品
川
品
輸
桝
に
お
い
て
、
総

昭
和
関
十
九
牟
皮
肉
総

殺
に
関
す
る
所
開
問
を
述

べ

ま

し

た

。

一

こ
こ
に
そ
的
協
概
略
を
一

給
分
い
た
し
ま
す
。
一

t手月 1B・168

渡
辺
市
長
施
設
方
針
を
述
べ
る

人

訟
は
、
級
制
刊
開
問
十
六
年
二
丹
、

市
民
的
み
主
宰
ん
的
問
椙
絡
を
得

ま
し
て
以
来
三
年
間
問
、
中
部
議
会

議
終
各
位
の
ど
線
総
と
術
開
内
各

伎
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

つ
つ
が
を
く
術
後
を
担
滋
で
き

ま
し
た
こ
と
仁
つ
い
て
、
ま
ず

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
a

径
州
制
緩
終
的
昭
如
柑
附
間
十
九
年

度
合
む
が
え
る
に
島
た
り
、
京
市

悶
出
生
活
め
安
定
と
希
州
搬
に
満
ち

た
孜
策
的
協
和
仕
上
げ
を
は
か
早

お
く
れ
が
ち
で
あ
っ
た
本
市
の

抑
制
中
市
づ
〈
り
の
だ
如
何
は
、
名
歯
肉

都
甫
基
盤
の
整
鱒
出

(2l 

謝
料
柑
郁
子
釈
中
南
ロ
ホ
池
宮
一
鵬
縁

関
枕
築
業
は
、
関
係
者
品
役
的
多

大
な
る
ご
滋
力
を
努
ま
し
て
、

山
町
年
十
一
一
月
一
一
十
六
時
に
事
業

決
定
し
、
プ
ロ
ソ
ク
別
懇
絡
会

絡
を
山
行
な
い
、
米
る
問
問
月
下
匂

に
は
務
繍
明
会
委
質
的
滋
挙
を
子

議
し
て
本
組
問
的
に
ス
タ

i
ト
す

る
こ
と
に
な
り
一
ま
し
た
。

品
調
即
市
的
感
暢
棋
を
み
る
と
、

や
や
も
す
る
と
、
大
資
本
絡
先

に
よ
る

J
扶
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

A

り
ま
ち
づ
く
り
w
と
も
い
え
る

い
泌
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
か
人
関
崎
時
々
が
悶
見
い
出
せ
な

い
と
い
う
批
判
判
も
多
分
に
あ
り

ま
す
。訟

法
、
ニ
的
大
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
万
淵
撒
守
的
合
よ
り

出
附
排
除
に
恵
ま
れ
た
手
質
的
ム
円
山
地

に
、
党
人
が
祭
器
は
く
く
ん
で

き
た
人
間
湖
畔
時
あ
ふ
れ
る
お
払
た
ち

の
ま
ち

e
ふ
る
さ
と
後
孫
子
。

を
勝
認
議
し
、
「
人
同
阿
俊
樹
付
発

見
」
を
義
務
に
機
組
刊
者
向
ろ
な

き
ん
と
の
滋
し
合
い
を
汲
持
、

字
削
湖
銭
或
を
め
害
し
て
い
ま
す
n

我
綿
子
欲
作
北
口
.
市
中
降
、
新

本
各
区
調
割
前
宜
掴
嶋
市
相
識
も
我
綿
子

閥
抗
市
閉
口
楽
祭
と
問
と
総
裁
で
進

的
て
ま
い
り
J

台本す。

環
境
綴
織
に
つ
い
て
本
年
皮

は
、
し
欲
的
地
灘
坊
の
治
改
綴
を

ふ
務
成
さ
せ
、
ま
た
、
手
続
沼
波

銭
下
水
送
事
裁
に
も
支
出
闘
し
、

終
末
処
緩
崎
明
敷
地
を
捻
供
さ
れ

た
布
役
地
区
の
み
な
さ
ん
円
た

め
的
公
共
下
水
道
事
教
も
認
可

を
ゑ
草
、
日
γ
揃
明
燃
〈
漢
を
は
か
つ

て
ま
い
リ
ま
す
@

ま
た
、
湖
北
合
終
末
処
線
総

絞
殺
海
人
口
を
考
え
、
尚
北
閥
抗

北
倒
的
中
仙
町
・
や
娘
一
地
区
の
み

な
さ
ん
の
約
附
聞
に
つ
い
て
も
技

術
約
・
品
問
品
践
的
叫
に
湾
総
か
ど
う

か
調
褒
い
た
し
ま
す
。

ゴ
ミ
隠
問
題
に
つ
い
て
は
、
資

制
時
丹
蒋
利
絞
め
頭
、
分
別
収
集

丹
苅
燃
を
ど
市
開
刊
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
カ
を
得
ま
し
て
mn治
に

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
も
に
「
m
間
関
数
脊
文
化
都
市
い

を
綴
懇
郷
と
し
て
暗
躍
立
寺
せ
る

た
め
に
鵠
問
機
的
問
な
首
都
新
絡
策
を

総
数
方
針
の
燃
幹
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

イ
ン
フ
レ
的
経
治
油
田
勢
か
ら

中
市
民
放
時
間
を
防
出
問
し
、
行
政
晴
踏

襲
的
多
様
化
に
俗
止
る
た
め
に
、

開
閉
和
問
十
九
年
出
民
的
予
算
に
お

揺

祉

閣
は
い
い
十
年
代
を
…
検
後
議
点

と
酬
明
え
な
が
ら
も
、
現
災
に
は

加
川
ら
始
仏
本
的
解
決
が
議
ヒ
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
a

諸
問
立
均
一
式
に
よ
る
年
金
時
給

付
制
問
が
髭
織
に
低
い
こ
と
、
ゑ

滋
同
開
哨
間
後
が
低
い
こ
と
な
ど
は

こ
的
事
実
を
よ
く
官
官
付
什
て
お

り
ま
す
a

ま
た
、
保
管
マ
町
時
時
総

肉
関
に
し
て
も
、
そ
の
却
時
議
銭
円
担

に
は
閉
脳
内
総
策
が
ほ
と
ん
ど
汝

油
精
寄
れ
ず
、
地
中
H
公
共
開
肉
体
は

射
線
約
制
制
約
空
中
で
、
住
民
的

築
協
闘
に
対
し
、
時
中
治
拡
問
先
、
制
楢

祉
叫
重
制
時
的
数
位
取
を
作
刊
ら
山
尚
し
閉
闘

に
先
行
し
て
お
り
ま
す
烏

皿
作
曲
開
対
策
同
持
、
対
汽
繍
健
婦
削

餅
刈
d

泌
す
中
市
治
級
将
d
間

総

州

開

設

申

hγ

忠
誠
係
岨
開

院

叫

や

t嫁
機
関
出
掛

り
、
似
た
寸
体

ま
す
。中

市
捻
窪
開
拓
裁
に
も
保
掛
門
学
当

を
料
相
た
に
設
け
、
中
市
制
阿
川
リ
イ
ぃ
?

に
た
っ
て
、
材
開
心
的
患
い
や
り

を
凝
念
と
し
.
遂
営
し
て
ま
い

ワ
ま
す
。

今
年
波
は
待
望
的
幾
人
橋
校

セ
ン
タ

i
が
混
成
し
ま
す
が
、

こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
公
募
等 の

ち
事
つ
く
り

い
て
、
一
段
会
れ
の
予
算
規
峨
械

を
飽
十
問
問
時
間
七
千
九
谷
万
円
、

核
与
に
比
べ
、
問
問
十
八
・
…
パ

i
化
ン
ト
織
と
積
極
品
町
村
い
予
算

を
緩
み
ま
し
た
e

訟
は
、
部
制
年
皮
め
緩
い
ω
…
施
策

と
し
て
、
次
め
と
お
り
士
一
つ
丹

後
本
的
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

の

上
(2) 

i詞
的
方
法
で
相
執
し
み
や
す
〈
し
、

本
市
の
た
め
、
技
会
的
た
め
に

長
い
闘
っ
く
し
て
こ
ら
れ
た
先

絞
め
方
々
に
、
少
し
で
も
喜
ん

で
創
刊
燃
し
て
い
た
ど
け
れ
ば
機

い

と

存

じ

ま

す

。

ま

い

ま
た
、
本
峠
摺
絞
に
胤
間
帯
し
て
、

綾
子
学
級
マ
ザ
!
ス
ホ
ー
ム
を

開
設
し
、
験
体
不
良
市
開
旧
見
を
お

も
ち
的
家
庭
的
み
な
さ
ま
の
ご

諸
問
労
を
分
か
ち
あ
う
考
え
で
す
。

附
闘
脳
内
健
康
m
開
時
間
事
業
に
つ
い

て
は
、
開
蹴
療
費
の
議
機
に
よ
リ

制
幌
市
中
を
大
一
繍
仁
川
引
き
上
げ
ね
ば

な
ら
な
い
液
状
で
す
が
税
源
的

結
明
後
を
後
ち
、
…
般
会
計
に
お

い
て
綴
カ
、
削
引
上
げ
を
州
押
え
る

お
針
を
す
。

異
常
者
物
価
綾
上
が
り
の
一
波

母
子
家
庭
に

は
、
恋
人
家
総
務
径
員
、
家
庭

兇
蜜
一
抑
制
淡
段
、
身
体
燃
ル
持
者
家

富
一
帯
併
比
比
丘
、
心
身
隊
官
官
嗣
出
家
総

務
佳
質
的
議
紛
争
一
は
か
り
、
組
蹴

教
青
施
設
の
充
実
叫

本
部
咋
淡
は
、
総
…
ユ
小
の
改
談
、

輸
閉
附
悶
小
の
ず

i
ル
建
仇
問
、
掛
崎
北

台
閣
間
小
お
よ
び
湖
北
中
町
制
同
線

総
得
事
業
な
ど
を
行
な
い
ま
す

が
、
教
資
格
設
の
終
描
刑
事
業
は

ま
だ
ま
だ
山
削
減
し
て
お
り
ま
す
。

し
か

L
、
田
闘
の
油
開
叫
閥
単
節
約

依
鎖
的
う
え
に
建
設
挙
鎖
的
高

麗
が
大
き
な
打
判
然
と
な
っ
て
術

的
射
殺
を
阪
波
L
、
多
柑
倒
的
出

朝
日
を
仲
間
ら
れ
ま
す
。

ゑ
議
す
る
党
議
生
徒
に
付
加
持

す
る
た
め
に
、
本
年
度
か
ら
柑
仲

町
中
迎
問
中
丹
念
地
開
開
発
公
設
と

あ
わ
せ
て
、
体
性
油
倒
的
穏
市
建
偶
成

品
白
紙
を
拡
充
務
制
闘
し
、
か
う
ス

強
行
，
的
対
鳩
交
を
は
か
り
立
が
ら
、

企
叩
伎
、
小
・
仮
払
特
有
向
野
山
小
・
減

作
曲
合
中
体
調
河
館
な
ど
を
先
行
し

て
綾
殺
し
、
後
年
次
に
お
い
て

や巾が
E
H
取
り
す
る
計
岡
闘
を
進
め

て
い
ま
す
。

幼
稚
問
問
波
地
縮
兇
に
は
、
奨
学

扶
助
を
新
設
し
、
幼
同
九
品
位
蝉
門
的

紛
に
し
た
い
考
え
そ
す
。

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
嗣
九
議

時
川
地
慨
に
は
、
会
関
市
町
村
に
さ

き
が
け
て
、
学
期
間
十
人
四
時
噛
H
交
付

料
開
蜘
執
を
設
け
、
骨
密
千
で
は
あ
り

ま
す
が
一
人
当
り
・
小
学
生
は
第

五

wm円
、
中
修
生
は
年
令
一
白
仰

を
新
年
出
恥
か
ら
各
父
山
地
を
遜
じ

て
交
付
す
べ
く
、
兵
切
開
制
純
州
側
挫
閣

議
を
器
怖
と
ま
し
た
。

技
会
教
官
丹
的
一
環
と
し
て
‘

資
少
年
対
談
お
る
い
は
市
民
生

病
に
奥
地
か
ー
さ
を
導
入
し
た

い
緩
悼
円
か
ら
、
市
内
沼
…
カ
再
開
に

ぷ
仇
的
時
間
付
を
判
問
国
院
し
、
州
制
に

タ
に
き
わ
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ

i

を
た
な
び
か
せ
、
判
制
い
的
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
な
か
に
人
間
然

界
発
段
を
問
見
い
出
す
号
え
明
、
す
a

工
場
の
誘
致

移
転
も
ス
ム
ー
ズ
に

本
市
的
恭
本
防
閉
山
却
に
立
脚
併
し

て
縫
進
し
て
お
り
ま
す
、
日
本

電
気
株
式
会
社
的
措
締
致
に
と
も

令
う
ヱ
鴻
絞
殺
品
、
本
年
な
か

ば
に
務
不
し
、
ぬ
地
吋
河
川
問
先
を
例

制
刊
に
社
員
総
事
終
が
開
聞
も
な
〈
間
開

仏
聞
き
れ
ま
す
。

品料開叩子制執ポ附
hu
以
西
抗
駅
級
事

裁
に
期
間
泌
し
て
懸
念
寺
れ
て
い

る
れ
級
生
糸
株
式
会
社
内
特
転

災
孫
子
内
戦
史
と
し
に

相
鵠
帥
附
す
る
・
}
と
を
前
提
に
工
場

憾
の
ご
捌
暗
然
に
よ
り
総
着
の
M
M

激
し
が
つ
き
ま
し
た
.

ま
た
、
市
内
h

い
欲
従
す
る
中

小
工
業
に
つ
い
て
も
、
こ
め
ヱ

業
地
縁
側
附
給
対
十
闘
に
か
ら
ん
で

幾
約
化
を
砕
流
淡
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

文
化
怯
暗
殺
に
つ
い
て
は
、
市

民
会
餓
な
ど
の
時
暗
殺
婆
望
が
市

民
的
声
と
し
て
切
実
な
も
の
が

あ
っ
ま
す

6

文
化
会
総
合
は
と
め
関
骨
髄
錦
、

労
総
会
総
喰
時
開
人
見
盗
帥
聞
な
ど

文
化
的
総
殺
の
金
て
を
綴
議
し

た
施
設
・
と
し
て
、
文
化
セ
ン
タ

!
芯
ル
枯
抑
制
服
を
打
ち
ヌ
て
、
年

次
品
川
耐
問
に
よ
り
一
然
解
決
を
は

か
る
決
窓
で
す
お

市
終
的
A
止
さ
ん
め
幾
康
で

文
化
的
な
生
前
を
さ
さ
え
る
坊

と
し
て
、
臨
時
点
公
同
時
'
レ
ジ
ャ

i
繊
同
試
の
怯
幾
多
業
も
山
則
的
問
L

て
お
り
ま
す
。

ね
払
は
、
ニ
れ
ら
的
事
業
を
従

返
し
、
ふ
市
民
的

A
な
き
ん
が
‘

ぷ
伐
採
子
に
品
川
λ
で
ほ
ん
と
7

に
上
か
っ
た
々
と
い
え
る
よ
う

な
ま
ち
に
し
た
い
の
で
す
命

のんびりとした体認を透す苧賀iil公額潟殻

民毒事"4月30詩 (央}

午前き:30-午後4: 00 
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(3) 

投
票
日
は
臨
月
一
一
十
一

4き. 4. 1 r; 議

oT中
従
事
制
役
割
線
選
挙
の
品
調
自

綾
部
市
一
附
に
絞
っ
て
役
軍
小
が
山
由

来
な
い
人
の
為
に
為
る
制
制
皮

P
、
線
開
聞
は
四
月
十
一
お
か

ら
m
閥
均
月
二
十
日
ま
で
の
隊
、

日

市
役
a弘
前
向
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
繋
が
山
山
市
本
ま
す
。

こ
れ
は
選
挙
人
が
や
む
者
得

者
い
総
務
、
事
故
等
で
滋
挙

人
翁
織
に
盗
品
持
さ
れ
て
い
る

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
録
者
は
認
、
五
二
六
人

投
直
前
夜
以
外
的
総
畿
に
出
張

お
よ
び
滞
在
し
て
い
る
翁
柄
、

す
u

な
お
‘
哨
糊
挙
に
問
問
す
る
議
開
輯

白
及
び
本
家
品
剰
投
燃
の
お
来

る
時
間
同
出
品
‘
士
、
日
総
誌
も

食
み
や
約
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
議
時
ま
で
で
す
。

。
立
品
問
機
予
定
品
制
的
中
々
は
総
出

に
織
す
る
諸
周
叫
私
的
交
付
及

び
総
掛
棚
上
の
枠
組
意
事
項
を
一
存

抑
制
に
税
務
し
た
鈴
子
を
岡
市
窓

し
ま
し
た
丹
で
滋
機
務
綴
委

関
門
会
ま
で
お
い
で
下
さ
い
マ

な
お
本
総
合
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
選
挙
努
滋
数
制
民
会
(
八
一
一

i
一
…
玄
一
内
線
二
双
二
へ

お
開
問
い
合
せ
〈
だ
さ
い
。

〈
哨
地
機
管
制
措
委
員
会
)

数
一

者
一

迫

u
'
r

A
落

第

叩

啓一一
簿
一

L

笈

名

「

県
人
一

即
挙

r

i
、

-

匠

悶

n
m質
一
部

1

j
剛

年
合
一

awm'
巴

盟

問

円

-

wm
晶
一

即
業
一

i

農
一

市
一

子
一

議
一

税
一

名長支喜高f立

ぽ
誌
の
一
織
で
す
e

夜
夜
、
川
同
附
撚
悩
隅
耕
営
者
利
用
き

れ
て
い
る
方
は
今
ま
で
ど
う
り

で
す
が
、
集
金
な
ど
を
利
総
事

れ
て
い
る
方
は
、
五
月
か
ら
強

行
な
ど
へ
の
悶
殿
様
替
抽
納
付
制

左
右
号
ま
す
。

円

M

柑
撚
催
期
替
制
と
絵
、
水
噛
閣
僚

闘
用
品
制
的
方
的
液
晶
溝
口
座
か
ら
そ

丹
後
耐
用
料
金
が
文
弘
わ
れ
、
そ

の
都
度
報
告
(
領
収
〉
借
械
が
滋

ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
制
調

込
納
付
制
制
と
は
、
水
道
使
用
者

が
お
金
を
待
っ
て
、
官
脱
線
銭
行

へ
行
き
支
払
う
も
の
明
、
す
。

274 

241 

245 

3事号

221 

51宮

201 

161 

362 

242 

話U l.宝譲渡{銃1小学校)

者席6投著書s(お佐中学校)

第2役務総(第2小学校)

君事 5投票区(i湖北支所}

紛
附
阿
品
開
制
棋
の
呂
時
を
気
に
か

け
た
り
、
期
閥
均
ザ
的
た
め
抽
納
付
で

き
ず
返
れ
た
り
す
る
側
関
綴
も
な

〈
宮
た
い
へ
ん
鎚
柑
刊
で
A
A
闘
機
的

な
だ
時
間
で
す
。

由
申
込
み
受
付
け
は
、
市
内
的

存
銀
行
・
一
鎖
国
用
品
車
線
・
臨
蹴
協
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
務
岡
市
く
だ
さ
い
e

水
遂
丹
こ
と
に
つ
い
て
み
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
為

9
ま
し
た

ら
、
本
選
部
(
八
八

i
一一一一一

…
i
v胤
〉
か
、
繁
之
古
苧
協
同
組

合
(
え
八

l
O
X笈
七
)
へ
お

間
開
会
せ
く
だ
さ
い
象
{
水
繊
細
附
)

不
注
意
で
あ
っ
た
り
銭
関
心
明
、

あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

子
供
は
大
人
的
行
動
を
よ
く

ま
ね
る
も
舎
の
で
す
。
交
激
安
全
…

に
つ
い
て
の
総
識
を
も
ち
、
交

通
教
榔
時
金
栴
航
機
関
ら
ん
丹
市
T

で

話
し
会
い
、
幼
い
ゑ
ム
開
を
市
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
を
い
ぜ
し
よ

み
a
F
A
U

。

四
月
六
聞
か
ら
十
革
関
ま
で

金

交
通
安
全
運
動

1，8章容

今
や
加
川
殺
の
や
で
も
病
死
、

単
晶
表
な
ど
を
恥
開
い
た
一
小
緩
め
死

の
中
で
、
交
官
理
事
故
に
よ
る
回
路

殺
は
…
幾
多
く
現
代
は
、
交
滋

戦
争
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
e

そ
こ
で
会
側
一
中
角
川
い
畿
の

交
滋
安
全
運
動
が
、
同
四
月
六
日

か
ら
や
五
日
ま
?
の
一
十
ヨ
間
行

な
わ
れ
ま
す
。

今
倒
的
重
点
目
闘
機
は
、
多
一
行

緩
や
向
転
率
に
よ
る
事
故
的
際

立
小
、
す
。

昨
年
的
措
融
市
内
的
交
激
務
総
は

減
少
し
て
お
号
ま
す
が
、
子
供

や
法
人
的
交
通
事
故
は
依
然
多

発
し
て
い
ま
す
凶

ち
ょ
ョ
ヲ
ど
と
の
持
制
用
件
、
児

途
端
地
丹
新
入
国
や
殺
入
学
、
W
慨

に
一
行
後
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

前
中
が
多
〈
品
部
品
吊
に
キ
ケ
ン
主
状

一ω
一
月
十
附
悶
臼
に
開
問
地
躍
さ
れ
ま

し
た
祭
悶
問
会
に
お
い
て
、
問
月

二
十
八
日
を
も
っ
て
後
期
総
?

と
な
る
我
孫
子
宮
市
農
裁
後
民
会

後
関
門
的
滋
挙
を
、
次
の
と
お
号

行
な
う
事
}
主
を
淡
め
ま
し
た
。

O
選
挙
期

g
丹
俊
一
帯

間
関
月
十
一
日
(
求
綴
日
〉

o
立
後
線
開
朝
山
山
期
閥
附
図
月
十

一
震
か
ら
十
二
読
ま
や
地
(
一
…

諮

問

)

一

一

一

月

三

十

一

匝

に

磁

議

L
た

合
同
紋
ぷ
日
時
間
間
縄
月
二
十
一
円
視
線
灘
晴
世
間
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

午
前
七
臨
時
か
ら
午
後
六
待
ま
の
登
録
数
教
は
溌
の
と
お

q
で

で

す

。

こ

の

名

簿

以

…

n一
目
減

。
選
挙
す
べ
き
委
員
的
数
咋
慌
で
織
的
置
し
た
も
の
で
ス
月
二

十
五
人
十
一
品
院
か
ら
一
一
一
月
九

aま
で
、

0
関
薬
事
務
を
あ
わ
せ
て
行
な
中
期
役
所
及
び
湖
袋
、
お
伎
の
各

う
選
挙
会
的
日
時
吋
・
場
所
文
時
間
で
縦
覧
に
貼
附
し
た
も
め
で

附
悶
汚
二
十
一
日
午
後
七
時
三
す
。
四
月
二
十
一
日
執
行
を
子

十
分
か
ら
殺
孫
子
中
市
役
所
内
出
喝
容
れ
て
い
る
廃
業
委
員
会
委

市
民
ホ
ー
ル
に
弘
前
て
行
を
い
員
選
挙
に
は
こ
的
名
簿
が
同
期
い

ま

す

。

ら

抗

ま

す

@

議宏一幾重華町三一
EE--=22

一霊祭云繁一話一-雲一
g
援策協号制緩議論寝袋義一一策室霊童一皇室
22Zag--E
一委差一一穏善悪

必
相
噛
織
蛸
酬
は
、
水
滋
創
刊
金
を
次

の
と
お
り
晴
樹
総
数
絞
し
て
お
り

ま
す
。持

刊
判
知
子
市
出
管
工
事
協
同
組
組
合

へ
緩
紙
し
て
い
る
地
区
M
H

、

久
寺
家
総
妓
土
品
廿
ゆ
陣
織
抑
協

久
品
寸
家
岡
山
陣
地
輿
人
離
党
務
総
阪

一
大
子
山
山
抽
地
区
い
ず
み
閉
山
地

務
品
開
陣
地
ぽ
協
約
臨
時
出
回
油
開
会
団
地

青
山
地
区
仲
間
議
官
側
齢
制
山
財
閥
問
地

務
山
同
合
同
池
袋
融
問
同
閤
鉄
問
問
機

一
大
混
合
地
区
門
口
湾
中
市
営
住
宅

欄
間
ル
仙
台
際
機
鮮
明
木
市
営
住
宅

問
新
木
民
地
あ
ら
草
野
糊
同
総

料
相
水
池
波
舟
一
部
回
開
発
戸
抽
崎

区
内
一
線
で
す
。

ま
た
‘
あ
ら
た
に
締
官
ヱ
率
協

同
級
会
へ
委
託
き
れ
、
制
付
金
納

入
方
法
が
一
部
変
わ
る
地
奴
M
M

久
守
家
地
紋
土
谷
津
地
区

天
子
山
地
復
琳
同
ぬ
地
復

蹴
開
発
一
戸
地
区
内
一
郎
新
小
平
総

1，249! 1，126 

畿
で
す
。

児
童
的
交
滋
事
峠
献
金
分
野
す

る
と

。
服
部
下
校
〈
闘
附
)
時
吋
よ
守
も
帰

宅
後
に
多
発
し
て
い
る
。

。
由
民
宅
か
ら
五
百
回
メ
ー
ト
ル
以

出
門
に
多
発
し
て
い
る
。

。
必
後
二
時
か
ら
午
後
六
時
ご
放
出
品
、
泌
総
事
が
え
な
お
さ

ろ

ま

で

が

多

い

。

れ

普

及

し

て

き

ま

し

た

a

。
幼
児
の
一
人
歩
き
の
ほ
か
、
こ
れ
に
伴
な
い
白
紙
本
に
よ

係
議
餐
問
問
伴
中
に
も
多
い
@
品
市
物
品
開
も
多
〈
な
号
、
と
く
に

0
都
丹
波
約
淡
後
、
と
び
出
L

由
闘
い
鞍
梅
暗
殺
戦
中
的
死
亡
事
故
件

に
よ
る
も
の
、
が
子
供
的
事
数
丹
、
ヲ
ち
五
裁
が
殺
人
、
子
供

数
時
六
舗
を
占
め
て
い
る
@
と
な
っ
て
い
ま
す
@

こ
れ
ら
の
原
田
山
を
見
る
と
、
ま
た
、
小
中
ム
学
生
町
交
滋
死

嫁
議
後
内
線
数
帥
却
を
陥
げ
な
っ
て
亡
事
故
H
M

宅
総
転
準
染
率
ゃ
に

遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
液
晶
拭
を
よ
る
も
の
が
事
〈
‘
や
は
号
機

お
こ
し
た
号
、
保
護
者
問
地
W
中
浴
後
約
湾
問
同
が
多
く
発
生
し
て

に
も
世
帯
数
が
蝕
結
集
し
て
い
る
こ
い
ま
す
後

と
か
ら
、
淡
な
ど
の
係
議
者
が
、
ま
し
い
防
総
緩
め
乗
り
方
を

ず
る
と
と
も
に
、
家
機
内
令
交

滋
ル
ー
ル
に
つ
い
て
諮
L
A
W

っ

て
嬬
き
ま
し
ょ
う
a

免
許
証
等
の
手
続
き
は

我
張
子
幹
部
派
出
所
で

言?メ、
ロ

昨
昨
年
的
五
月
…
日
よ
り
我
孫

子
幹
部
派
出
掛
川
に
お
い
て
免
許

制
批
等
の
申
請
・
4
T
蹴
帆
を
行
金
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
市
内
に

お
住
い
の
方
で
知
ら
な
い
人
が

多
〈
、
持
制
緩
耐
隅
緩
ま
で
い
っ
て

申
繍
・
手
続
を
し
て
い
る
ガ
が

多
い
よ
う
や
、
す
。

そ
こ
で
、
今
後
市
市
内
に
お
住

い
の
方
で
免
務
就
品
券
の
ゆ
務
・

乎
絞
を
し
た
い
方
は
殺
孫
子
終

ペ
ン
だ
こ
に
イ
ポ
コ
ロ
リ
塗
る
万
組
問
拙
開

花
冷
え
丹
を
と
こ
を
み
を
的
真
相
酬
に
も

込
う
ら
に
土
的
由
〈
み
や
線
下
ろ
す

秘
資
や
織
の
疲
丸
丹
殺
を
解
〈

車
骨
脇
陣
予
後
は
棚
捌
蹴
欄
を
た
し
か
む
る

蝦
附
峨
閉
山
州
総
ま
で
お
い
で
〈
だ
き

受
付
す
る
も
の

O
肉
効
率
遂
転
免
許
一
試
の
更
新

な
ど

D
官
民
滞
期
事
故
材
紙
糊
明
幾

。
自
動
車
車
産
設
問
明
察

。
滋
帥
時
使
悶
用
許
可
誕

。
役
所
後
察
な
ど
(
免
許
結
晶
)

O
そ
の
抽
出
交
滋
に
燃
す
る
総
務

(
総
務
樹
常
務
〉

級
交
叫
捕
後
念
協
会
同
体
、
春
的

余
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